
こ
れ
が
伺
志
社
大
学
の
今
の
姿
だ
、
と
い
え
る
よ

う
な
絵
を
描
い
て
み
せ
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
誰
に
も

不
可
能
な
芸
当
で
あ
ろ
う
。
二
万
人
の
学
生
、
七
百

名
の
教
職
員
、
六
つ
の
学
部
、
三
つ
の
研
究
所
、
図

書
館
、
大
学
会
館
、
厚
生
館
、
京
都
と
そ
の
周
辺
に

散
在
す
る
体
育
等
の
諸
施
設
の
す
べ
て
を
概
観
す
る

だ
け
で
も
大
へ
ん
な
骨
折
り
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

同
志
社
に
所
属
し
、
同
志
社
に
育
て
ら
れ
、
同
志
社

の
た
め
に
い
さ
さ
か
の
力
を
つ
く
そ
、
つ
と
し
て
い
る

者
で
あ
れ
ぱ
、
同
志
社
の
現
況
に
つ
い
て
、
何
ら
か

の
統
合
的
な
絵
が
な
い
筈
は
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、

主
観
的
に
お
ち
い
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
与
え
ら
れ

た
課
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
う
。
客
観
的
な

統
計
の
数
字
を
並
べ
る
だ
け
で
、
は
い
、
こ
れ
が
現

況
で
ご
ざ
い
ま
す
、
と
い
う
こ
と
に
は
し
六
く
な
い

の
で
あ
る
。
私
は
「
同
志
社
の
建
学
の
精
神
と
、
キ

リ
ス
ト
教
教
育
は
今
ど
ぅ
な
っ
て
い
る
の
か
り
・
」
、

「
同
志
社
の
教
職
員
学
生
は
今
ど
ぅ
し
て
い
る

か
り
・
」
、
「
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
に
今
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起

こ
り
つ
つ
ぁ
る
か
り
・
」
の
三
点
に
し
ぼ
っ
て
、
せ
い

い
っ
ぱ
い
の
絵
を
描
い
て
み
た
い
と
考
え
る
の
で
あ

る
0

百
年
前
に
新
島
襄
が
目
標
と
し
て
打
ち
た
て
た
建

学
の
精
神
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
嚢
を
徳
育
の
基
本
と

し
て
、
知
識
、
見
識
、
良
心
を
そ
な
え
た
、
明
日
の

日
本
を
作
る
青
年
を
輩
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
学

生
数
二
万
人
を
擁
す
る
現
在
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
現
在

神
学
部
、
文
学
部
、
法
学
部
、
工
学
部
で
は
、
一
九

四
八
年
の
新
制
大
学
発
足
以
来
の
「
宗
教
学
」
が
必

修
科
目
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
。
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル

ア
ワ
1
は
一
部
が
水
曜
日
、
二
部
が
火
曜
日
に
守

ら
れ
て
い
る
。
宗
教
部
は
い
く
つ
か
の
意
欲
的
な
課

外
講
座
の
プ
ラ
ン
を
組
ん
で
実
践
に
は
げ
ん
で
い

る
。
前
期
末
に
は
文
学
部
が
独
自
の
礼
拝
の
時
間
を

持
っ
九
。
ま
た
最
近
で
は
松
山
学
長
、
遠
藤
宗
教
部

長
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
各
学
部
の
「
宗
教
主
任
」
の

制
度
が
復
活
し
た
の
で
、
宗
教
教
育
の
内
実
化
が
前

進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
志
社
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
つ
い
て
悲
観
論
者

は
、
学
生
数
が
二
千
名
程
度
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
規

模
か
ら
、
九
ち
ま
ち
一
万
を
突
破
し
、
二
万
に
ま
で

ふ
く
れ
あ
が
っ
た
時
、
も
は
や
同
志
社
は
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
放
棄
し
九
も
同
焚
っ
た
と
嘆
く
。
学
生

数
二
千
な
ら
ば
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ

ツ
ジ
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
、
ア
ー
モ
ス
ト
の
よ
う
に
全

~ノ

寮
制
を
敷
き
、
二
十
四
時
間
式
の
全
人
教
育
が
可
能

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
新
島
の
念
願
し
た
理
想
で
あ

>僻'翁やゞ烹金
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つ
た
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
0
 
キ
リ
ス
ト
教
教

育
は
究
極
的
に
は
人
格
的
な
出
会
い
と
ふ
れ
合
い
に

よ
っ
て
全
う
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
0

逆
に
楽
観
論
者
は
、
学
生
数
二
万
を
戦
後
の
私
立

大
学
の
必
然
的
な
成
行
き
で
あ
っ
た
と
見
る
。
そ
し

て
現
代
の
よ
う
な
、
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
時
代
に

は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
を
む
や
み
に
お
し
つ
け
る

と
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
実
例
と
し
て
彼
は
岩
貪
香
里
、

女
子
高
か
ら
の
進
学
者
の
中
に
、
宗
教
的
感
受
性
の

全
く
麻
癖
し
て
い
る
学
生
が
九
く
さ
ん
い
る
こ
と
を

発
見
し
て
樗
然
と
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
の

キ
リ
ス
ト
者
は
、
ど
ん
な
社
会
に
お
い
て
も
少
数
者

な
の
だ
か
ら
、
不
十
分
に
見
え
て
も
辛
抱
強
く
、
現

在
の
方
式
を
こ
つ
こ
つ
と
続
け
な
が
ら
、
心
あ
る
少

数
の
学
生
を
捉
え
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
や
同
志
社
は
非
常
に
入
学
し
に
く

い
大
学
に
な
っ
九
と
い
う
苦
情
を
よ
く
耳
に
す
る
0

東
大
、
一
示
大
に
く
び
す
を
接
し
て
、
慶
応
、
早
稲
田

同
志
社
な
ど
の
私
学
の
雄
が
、
入
り
に
く
い
大
学
の

ラ
ン
ク
に
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
時
々
、
同

志
社
に
失
敗
し
た
が
京
大
に
合
格
し
た
、
と
い
う
よ

う
な
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
入
学
者
の
出
身

の
分
布
を
見
て
も
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

学

で
、
ま
さ
し
く
全
国
を
網
羅
し
て
い
て
、
今
や
同
志

社
は
京
都
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
地
方
の
大
学
で
は

な
く
、
ま
さ
に
全
国
的
規
模
の
大
学
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
同
志
社
は
、
日
本
全

国
か
ら
秀
才
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
の
学
生
は
あ
ま
り
授
業
を
さ
ぽ
ら
な
い
の
が

特
徴
だ
と
よ
く
一
言
わ
れ
る
。
す
べ
て
の
科
目
の
内
容

が
一
挙
に
高
ま
り
、
授
業
が
面
白
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
国
際
的
な
不

況
の
反
映
だ
と
見
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
0
 
な

る
べ
く
点
数
を
稼
ぎ
、
な
る
べ
く
就
職
に
有
利
な
条

件
を
つ
く
り
出
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
て
教
師
の
側
で
も
、
一
厨

面
白
い
授
業
内
容
に
し
て
学
生
を
知
的
に
刺
戟
し
、

講
義
と
は
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と

見
直
さ
せ
る
よ
う
に
す
れ
ぱ
、
一
層
よ
い
の
で
は
な

力
ろ
う
か
0

他
方
、
現
在
の
学
生
の
課
外
活
動
に
対
す
る
熱
の

入
れ
方
に
も
贅
か
さ
れ
る
。
昨
年
、
新
町
校
地
の
北

西
隅
に
建
て
ら
れ
た
音
楽
演
劇
総
合
練
習
場
「
新
町

別
館
」
は
、
竣
工
以
来
規
律
正
し
く
、
フ
ル
に
活

用
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
発
声
練
習
や
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
た
付
近
の
住
民
や
新

町
研
究
室
の
人
々
も
、
つ
い
に
騒
音
か
ら
解
放
さ
れ

園紹介

図霄館

開架閲覧室
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る
日
が
き
た
。
し
か
も
日
々
の
練
習
は
熱
心
に
、
お

そ
く
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。
最
近
、
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
ア
メ
リ
カ
に
遠
征
し
て
好
評
を
博
し
九
。

ス
ホ
ー
ツ
の
方
面
で
も
今
の
同
志
社
は
目
を
み
は

ら
せ
る
0
 
ヨ
ッ
ト
、
洋
弓
、
相
撲
、
ボ
ー
ト
、
準
硬

式
野
球
は
全
国
第
一
等
の
成
績
だ
っ
九
し
、
剣
道
個

人
、
自
動
車
各
種
の
成
績
も
め
ざ
ま
し
か
っ
九
。
水

泳
は
関
西
で
は
も
う
競
争
相
手
が
な
い
と
い
う
。

正
課
の
方
面
で
は
、
最
近
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お

け
る
目
立
っ
た
改
革
は
、
総
合
科
目
が
一
般
教
育
科

目
の
中
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
京
都
の
自

竺
文
化
」
・
「
ハ
ム
害
」
・
「
コ
ン
。
ヒ
ュ
ー
タ
ー
と
現
代

社
会
」
と
い
っ
九
主
題
が
、
複
数
の
担
当
者
に
よ
り

人
文
、
社
会
、
自
然
科
学
の
分
野
に
ま
九
が
っ
て
総

合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
試
み
は
最

近
の
カ
リ
キ
ニ
ラ
ム
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

ま
九
各
学
部
の
努
力
に
よ
り
、
教
員
の
数
的
、
質

的
な
拡
充
に
も
年
々
顕
著
な
成
果
が
あ
が
っ
て

)し

る
。
在
外
研
究
員
の
制
度
に
よ
り
、
現
在
で
は
年
間

十
一
名
の
教
員
と
、
一
名
の
職
員
を
大
学
の
研
究
費

で
留
学
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
国
内
研
究
員

の
制
度
も
あ
り
、
研
究
員
に
な
る
と
半
年
間
授
業
を

免
畭
さ
れ
て
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

国
際
交
流
の
視
点
か
ら
現
在
の
同
志
社
を
見
る
と

き
、
同
志
社
は
百
周
年
を
期
し
て
国
際
的
に
飛
躍
す

る
と
き
が
き
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
近
、

宣
教
師
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
ト
教
授
の
急
逝
、
ロ
イ

ド
教
授
の
病
気
退
職
が
相
つ
ぎ
、
純
粋
の
宣
教
師
は

神
学
部
の
深
田
先
生
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
九
。
同

志
社
百
年
の
歴
史
の
中
で
、
戦
争
中
を
の
ぞ
き
、
宣

教
師
一
名
と
い
う
こ
と
は
創
設
期
以
来
恐
ら
く
な
か

つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
時
代

の
趨
勢
を
反
映
し
て
い
る
。
同
志
社
は
何
年
も
前
か

ら
精
神
的
に
ひ
と
り
立
ち
す
る
時
代
に
入
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
と
の
間
の

長
い
交
流
は
続
き
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
代
表
の
ケ
ー

リ
教
授
は
、
文
学
部
教
授
と
し
て
健
在
で
あ
る
。
百

周
年
を
記
念
し
て
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
誇
る
米
国

史
家
コ
マ
ジ
一
1
教
授
が
伺
志
社
で
記
奮
演
し
九

の
は
、
去
る
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
九
力
ー
ル

ト
ン
や
ア
ー
モ
ス
ト
を
中
心
と
し
て
、
二
十
名
ほ
ど

の
ア
メ
リ
カ
の
学
生
が
、
同
志
社
を
中
心
と
し
て
一

年
間
留
学
す
る
制
度
(
》
器
0
含
凹
ミ
欠
イ
0
-
0
「
琴
如
益
ヨ

と
呼
ば
れ
る
)
も
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
の
留
学
生
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
わ
ず
か
数
名

に
す
ぎ
な
い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物
に
目
を
転
じ
る
と
き
、
現
在

の
黒
社
が
誇
っ
て
ょ
い
の
は
何
と
い
っ
て
も
大
学

図
書
館
で
あ
る
。
二
年
前
に
完
成
し
た
こ
の
図
書
館

は
今
出
川
校
地
の
西
南
隅
に
あ
り
、
建
築
的
に
も
非

常
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
設
備
の
面
で
は
全
国
有
数
の

も
の
で
あ
る
。
完
全
開
架
式
を
と
り
、
内
部
の
も
よ

う
も
昔
の
図
書
館
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
0
 
ア
メ

り
力
に
留
学
し
九
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
図
書
館

に
さ
ま
よ
い
こ
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
を
お
ぽ
え
る
と
い

う
。
閲
覧
座
席
は
千
二
百
を
数
え
、
冬
に
は
暖
房
、

夏
に
は
冷
房
が
入
る
。
は
九
せ
る
か
な
、
図
書
館
の

利
用
者
数
は
め
ざ
ま
し
く
ふ
ぇ
九
。

同
志
社
で
、
終
戦
後
さ
い
し
ょ
に
建
設
さ
れ
九
有

隣
館
が
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
役
目
を
終
え
て
、
こ

の
夏
休
み
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
に
は
五
階
建

て
の
法
経
研
究
室
が
た
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

従
来
、
研
究
室
と
い
え
ば
、
教
室
棟
の
最
上
階
に
作

ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
九
が
、
今
同
有
隣
館
あ
と
に

出
来
る
大
規
模
な
研
究
室
棟
は
、
こ
の
種
の
も
の
と

し
て
は
伺
志
社
で
は
じ
め
て
で
あ
る
。

以
上
、
一
瀉
千
里
に
概
観
し
て
み
た
。
紙
数
の
制

限
も
あ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
書
き
お
と
し
た
。
不
完

全
か
つ
主
観
的
に
す
ぎ
る
こ
と
を
痛
い
ほ
ど
意
識
し

な
が
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
現
況
の
ス
ケ
ッ
チ
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

(
大
学
教
授
・
北
垣
宗
治
)
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同
志
社
女
子
大
学
は
、
学
芸
学
部
靈
文
学
科
・
音

楽
学
科
)
、
殊
政
学
部
(
家
政
学
科
・
食
物
学
登
の
二
学

部
、
大
学
院
文
学
研
究
科
、
家
政
学
研
究
科
の
二
研

究
科
か
ら
な
り
、
約
二
、
九
王
0
名
の
学
生
と
専
任

七
十
七
名
、
嘱
託
百
二
十
九
名
の
教
授
陣
を
擁
し
て

い
る
。
以
下
、
各
学
科
、
学
寮
な
ど
に
つ
い
て
現
況

を
紹
介
し
た
い
。

英
文
学
科
創
立
一
0
0
周
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

本
年
四
月
か
ら
大
学
院
に
博
士
課
程
が
発
足
し
、
一

、

七
五
二
名
の
学
生
(
学
部
一
、
七
二
五
名
、
佐
士
課
程
二

十
六
名
、
博
士
課
程
一
名
)
と
二
十
八
名
(
内
、
外
人
四
名
)

の
専
任
教
員
を
擁
し
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
度
か

ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
度
を
も

う
て
完
成
す
る
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
主
な
特
徴
を

い
く
つ
か
あ
げ
て
み
ょ
う
。

条
文
学
史
が
、
一
一
年
、
四
年
か
ら
一
年
、
二
年

に
お
ろ
さ
れ
、
三
年
、
四
年
で
の
科
目
選
択
お
よ
び

卒
業
研
究
に
便
宜
を
与
え
て
い
る
。

二
年
生
の
必
修
科
目
と
し
て
英
米
人
教
師
に
よ
る

英
米
文
学
の
背
業
お
か
れ
、
一
年
生
の
オ
ラ
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
土
台
に
、
上
級
で
の
英
米
文
学
研

究
の
た
め
の
背
景
的
知
識
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て

し
7三

年
生
か
ら
、
文
学
、
語
学
の
ど
ち
ら
か
を
重
点

、
'

.
、

."

、
一

,
"

.

一

介

・
三
、
,
.

、

一

、

、
局

一
.
、

゛
、
,
一
.
,

闇

一

.
'

'
"

一

.

.

"
、

.

、

.

゛

、

一

一

゛

Y

'

.

、

鳳
、
"
、

.

.

,
闇
、

ロ
、

一

闇
,

'

的
に
履
修
で
き
る
よ
う
な
科
目
編
成
に
な
っ
て
お
り

四
年
生
で
は
文
学
研
究
、
語
学
研
究
の
ゼ
ミ
を
専
任

教
員
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
科
目
は
、
一
年
生
の

英
作
文
お
よ
び
、
オ
ラ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ニ
の
小
ク

ラ
ス
制
と
共
に
、
将
来
期
待
の
持
て
る
科
目
で
あ

る
0

本
年
か
ら
は
、
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
劇
は
、
シ
ェ
ク
ス

ピ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
,
ン
を
選
択
必
修
し
た
四
年
生

単
位
の
一
部
と
し
て
上
演
す
る
こ
と
に
な
っ
て

が
、

い
る
。

教
員
免
許
状
を
希
望
す
る
学
生
に
は
、
一
年
生
で
、

L
 
.
し
で
の
ン
且
一
0
団
=
伽
=
m
=
を
必
修
科
目
に
し
九

の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

学
部
組
織
と
は
別
に
、
同
志
社
女
子
大
学
英
文
学

会
(
在
学
生
、
卒
業
生
、
教
員
を
正
会
員
と
す
る
)
が
昭
和

四
十
二
年
に
発
足
し
、
年
次
大
会
の
ほ
か
に
、
機
関

誌
「
ア
ス
フ
,
デ
ル
」
、
「
ハ
ル
シ
オ
ン
」
の
発
行
、

奨
学
金
の
給
付
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
0

七
月
二
十
二
・
三
両
日
に
、
第
十
四
回
語
学
ラ
ボ

ラ
ト
リ
(
L
L
A
)
学
会
全
国
大
会
が
女
子
大
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
、
ま
九
ミ
ル
ト
ン
セ
ン
タ
ー
が
女
子
大

学
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
第
一
回
研
究
会
が
七

月
十
八
国
に
開
催
さ
れ
九
こ
と
も
、
創
立
一
 
0
0
周

年
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
事
と
し
て
特
筆
し
て
お
き
九

、

.
亀

.

,
.

ノ,
冷

、

学圓紹

4 '

^'

エ.,

J.

.1

1、"

,'
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キャンバスでいこう女子学生
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)
0

し

音
楽
学
科
二
年
前
に
、
創
設
期
よ
り
の
指
導
的

存
在
で
あ
っ
た
中
瀬
古
和
教
授
の
死
去
と
い
う
試
練

を
う
け
た
が
、
昨
年
度
よ
り
研
究
助
手
一
名
を
補
充

し
て
、
一
応
専
任
教
員
十
名
の
体
制
を
回
復
し
た
。

そ
の
顔
ぷ
れ
は
、
有
賀
の
ゆ
り
(
主
任
、
鍵
盤
音
楽
.

宗
教
音
楽
)
、
鴛
淵
邵
子
(
絃
楽
・
教
授
法
)
、
術
紹
子

(
鍵
盤
音
楽
・
音
楽
史
)
、
石
村
雅
子
(
声
楽
)
、
今
城
一
浮

行
(
声
楽
・
指
抑
法
)
、
小
関
幸
子
、
中
村
利
男
(
声
楽
)
、

尾
見
八
重
子
、
笠
原
進
、
福
本
俊
之
(
ヒ
ア
ノ
)
の
諸

氏
で
あ
る
が
、
古
い
も
の
も
新
し
い
も
の
も
卒
直
に

意
見
を
出
し
合
い
、
と
も
に
学
科
の
質
的
向
上
の
た

め
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

学
生
の
総
数
は
百
十
二
名
で
、
内
約
半
数
が
。
ヒ
ア

ノ
、
残
り
が
バ
イ
オ
リ
ン
と
声
楽
専
攻
で
あ
る
0
 
教

育
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
実
技
、
理
論
、
音
楽
史

系
列
の
諸
科
目
を
同
等
に
重
視
し
、
そ
の
底
流
に
あ

る
キ
リ
ス
ト
教
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
綜
合
的
に

音
楽
を
把
握
す
る
力
を
養
う
こ
と
を
目
ざ
し
て
い

る
。
毎
週
木
曜
日
の
音
楽
礼
拝
は
音
楽
学
科
が
企
画

し
、
教
員
お
よ
び
学
生
が
積
極
的
に
参
与
す
る
の
も

こ
の
た
め
で
あ
る
。

定
例
行
事
と
し
て
今
年
も
、
敦
員
に
よ
る
「
音
楽

学
科
研
究
発
表
会
」
(
十
月
二
十
四
旦
、
学
生
を
主
体

と
す
る
「
定
期
演
奏
会
」
(
十
一
月
一
日
)
、
「
メ
サ
イ
ア

演
奏
会
」
(
十
二
月
二
十
五
日
)
に
加
え
、
昨
年
中
止
に

な
っ
た
京
響
と
の
協
演
に
よ
る
べ
ル
デ
ィ
の
「
レ
ク

イ
エ
ム
」
(
十
二
月
四
旦
が
実
現
さ
れ
る
予
定
。
ま
た
、

春
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
か
ら
の
来
日
教
授
に
よ
る
二
つ
の

特
別
講
座
に
続
い
て
、
秋
に
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
国
立

大
学
ピ
ヒ
ト
教
授
に
よ
る
レ
ク
チ
ユ
ア
・
り
サ
イ
タ

ル
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
年
は
特
に
創

立
一
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、
卒
業
生
に
よ
る
公
開

発
表
会
、
「
第
一
回
頌
啓
会
演
契
会
」
(
六
月
二
十
八
旦

が
開
催
さ
れ
た
。

一
般
教
育
昭
和
四
十
六
年
春
か
ら
審
議
を
重
ね

て
き
た
一
般
教
育
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
改
正
も
、
よ

う
や
く
専
任
教
員
十
四
名
を
擁
し
て
、
昭
和
四
十
九

年
四
月
一
日
か
ら
実
施
の
運
び
に
い
た
っ
た
。

改
正
の
主
な
点
は
、
従
来
、
二
年
次
ま
で
に
履
修

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
九
一
般
教
育
科
目
は
三
年

次
ま
で
に
の
び
、
専
門
科
目
と
の
い
わ
ゆ
る
ク
サ
ビ

型
に
変
吏
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
新
た
に
「
西
洋
思

想
史
」
、
「
嘉
と
文
化
L
、
「
自
然
人
類
学
」
、
「
文
化

人
類
学
」
、
「
地
球
の
科
学
」
の
五
科
目
が
増
設
さ
れ

選
択
の
幅
を
少
し
広
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

牛
歩
に
似
た
り
と
は
い
え
、
一
般
教
育
の
欠
陥
と

さ
れ
て
い
る
も
の
が
是
正
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
と
園
え
よ

う
。
し
か
し
、
他
学
に
先
ん
じ
て
設
け
ら
れ
て
い
た

本
学
独
自
と
も
い
え
る
総
合
科
目
的
な
「
人
閥
関
係
」

種
々
の
事
情
に
よ
り
本
年
を
も
っ
て
二
十
六
年

が
、

の
歴
史
を
閉
じ
た
。
こ
の
教
科
の
た
め
長
年
努
力
さ

れ
た
福
原
春
代
先
生
の
功
績
は
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。

家
政
学
部
家
政
学
部
は
家
政
学
科
、
食
物
学
科

(
食
物
学
専
攻
、
管
理
栄
養
士
専
攻
)
の
二
学
科
と
、
大
学

院
家
政
学
研
究
科
食
物
学
専
攻
か
ら
な
り
、
在
籍
者

数
は
家
政
学
科
四
二
0
名
、
食
物
学
科
六
三
0
名
、

大
学
院
八
名
で
あ
る
。
ま
た
、
専
任
二
十
三
名
の
教

授
陣
を
擁
し
て
い
る
。

学
部
組
織
と
は
別
に
、
同
志
社
女
子
大
学
家
政
学

会
(
在
学
生
、
卒
業
生
、
専
任
教
員
を
正
会
員
と
す
急
が
昭

和
四
十
二
年
に
発
足
し
、
年
一
回
の
機
器
「
同
志

社
家
政
」
の
ほ
か
、
奨
学
金
の
給
付
、
研
究
会
、
見

学
会
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
家
政
学
部
の
研
究
活
動

を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
る
。

家
政
学
部
が
か
ね
て
か
ら
担
っ
て
い
る
課
題
の
一

つ
に
、
各
学
科
、
特
に
家
政
学
科
を
ど
の
よ
う
に
充

実
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、
専
門
教
科
内
容
を
中
心
と

す
る
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
の
再
編
成
が
あ
り
、
そ
の
第
一

歩
と
し
て
四
十
九
年
度
入
学
生
よ
り
、
カ
リ
キ
ユ
ラ

ム
が
か
な
り
大
幅
に
改
正
さ
れ
九
。
こ
の
改
正
は
本
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学
の
一
般
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
と
、
法
令
に

よ
る
管
理
栄
養
士
課
程
カ
リ
キ
ュ
一
フ
ム
の
変
更
に
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
、
学
部
全
体
の
カ
リ
キ
ユ
ラ

ム
を
改
正
し
、
実
施
に
移
し
九
も
の
で
あ
る
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
点
を
簡

単
に
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
家
政
学
科
に
つ
い
て
は
、
家
政
学
の
五
つ

の
柱
で
あ
る
被
服
、
食
物
、
住
居
、
児
童
、
家
庭
経

営
の
各
概
論
を
一
年
次
に
必
修
し
、
二
年
次
以
上
に

お
い
て
家
庭
経
営
、
児
童
、
被
服
の
三
系
列
か
ら
希

望
す
る
系
列
の
科
目
を
集
中
的
に
選
択
し
、
い
ず
れ

か
の
分
野
を
特
に
深
く
研
修
で
き
る
よ
う
に
編
成
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
食
物
学
科
に
つ
い
て
は
、
各
専

攻
と
も
一
年
次
に
基
礎
科
目
と
し
て
前
記
概
論
を
履

修
す
る
こ
と
に
変
り
な
く
、
二
年
次
か
ら
異
な
っ
た

内
容
を
学
ぷ
こ
と
に
な
る
。
食
物
学
専
攻
で
は
、
食

物
学
の
中
で
食
品
か
ら
調
理
ま
で
の
段
階
を
専
門
的

に
学
ぷ
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
、
調
理
学
を
中
心
と

し
た
学
科
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
管
理
栄
養
士
専
攻

で
は
、
栄
養
学
お
よ
ぴ
そ
の
関
連
科
目
を
実
験
、
実

習
、
演
習
を
中
心
に
学
ぷ
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て

い
る
。こ

れ
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
は
、
学
部
の
研

究
教
育
設
備
お
よ
び
施
設
、
時
に
実
験
室
、
実
習
室
、

演
習
室
等
の
拡
充
を
前
提
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
た

め
に
楽
真
館
第
三
期
建
築
が
予
定
さ
れ
て
い
た
0
 
こ

の
計
画
の
実
現
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
現
在
、
阜

急
に
こ
れ
に
代
る
べ
き
施
設
の
建
設
が
切
望
さ
れ

f、

学

.、

る
0

学
寮
近
年
、
寮
を
有
す
る
各
大
学
で
は
、
「
寮
」

の
位
置
づ
け
や
、
そ
の
管
理
・
運
営
に
大
き
い
課
題

を
負
い
、
「
教
育
寮
」
か
「
厚
生
寮
」
か
と
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
本
学
学
寮
は
、
同
志
社
百
年
の
歴
史
の
良

き
伝
統
の
歩
み
の
上
に
、
過
去
、
学
内
、
学
外
に
数

多
く
の
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
学
寮
と
し
て
種
々
の
歴

史
を
刻
み
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
寮
は
本
学
の
女
子
教
育
の
一
爽
を
担
っ
て
き

た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
学
寮
の
精
神
は
、
「
学
寮
を

設
置
し
、
希
望
に
よ
り
学
生
を
入
寮
さ
せ
、
本
学
の
理

想
実
現
の
た
め
の
有
用
な
一
機
関
と
す
る
L
 
呆
学

学
則
第
十
五
章
附
属
施
設
第
五
0
条
)
」
お
よ
び
「
本
学
学

寮
は
立
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ

い
て
人
格
の
向
上
に
努
め
る
」
呆
学
学
寮
規
則
総
則
第

系
)
「
上
記
の
趣
旨
に
し
た
が
い
、
寮
生
は
寮
の
諸

規
則
を
守
り
、
自
治
的
に
規
律
正
し
い
共
同
生
活
を

営
む
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
(
同
二
条
)
等

と
あ
る
よ
う
に
、
「
教
育
寮
」
と
し
て
の
性
格
を
も

ち
、
学
寮
に
従
事
す
る
寮
務
主
事
、
寮
務
係
の
指

導
、
助
園
の
も
と
に
、
寮
生
た
ち
の
自
主
的
な
活
動

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
統
貪
廃
寮
等
の
歴

史
を
経
て
現
在
の
学
寮
は
次
の
四
寮
で
あ
る
。
学
内

に
は
、
新
心
寮
(
昭
和
三
0
年
四
月
1
以
後
三
期
に
わ
た

実
験
風
景

園紹介
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り
増
築
、
定
員
三
二
)
、
常
盤
寮
(
昭
和
三
年
八
月
1
、
定
員

六
0
名
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
末
を
も
コ
、
廃
寮
)
、
学
外
に

は
、
聖
州
寮
(
昭
和
二
十
八
年
九
月
1
、
定
員
七
四
名
)
、
鶴

山
寮
(
昭
和
四
十
四
年
四
月
1
、
定
員
一
六
二
名
)
。

現
在
、
学
寮
は
、
い
わ
ゆ
る
「
教
育
寮
」
の
精
神

を
い
か
に
管
理
・
迎
営
面
に
お
い
て
実
現
す
る
か
と

い
う
困
難
な
課
題
を
か
か
え
た
時
期
に
あ
る
と
い
え

る
0
 
学
寮
職
員
の
勤
務
な
ど
の
問
題
、
本
学
直
営
に

よ
る
各
寮
食
堂
の
在
り
方
、
ま
た
受
益
者
負
担
の
原

則
に
基
づ
く
寮
生
の
経
済
的
負
担
の
問
題
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
昭
和
四
十
年
度
に
謎
さ
れ
た
女
子
大

学
研
究
所
は
、
特
定
の
研
究
目
的
や
課
題
を
も
っ
て

発
足
し
た
の
で
は
な
く
、
教
員
の
研
究
活
動
を
促
進

し
、
質
的
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
九
。

在
外
・
国
内
の
研
究
に
対
す
る
助
成
、
個
人
・
共
同

の
研
究
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
等
に
よ
っ
て
、
大

学
の
研
究
活
動
は
き
わ
め
て
活
発
、
注
目
す
べ
き
研

究
成
果
の
発
表
も
多
い
。
特
に
昭
和
五
十
年
度
に
は

卒
業
生
の
寄
付
の
積
み
立
て
が
一
千
万
円
の
目
標
額

に
達
し
、
こ
の
果
実
を
も
っ
て
年
々
の
研
究
に
有
効

な
使
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
九
、
大
学
の
教
育
・
研
究
の
セ
ン
タ
ー
と
も
い

う
べ
き
図
書
館
の
新
設
が
数
年
前
か
ら
計
画
さ
れ
て

い
九
が
、
よ
う
や
く
今
年
度
の
建
設
予
定
の
う
ち
に

そ
の
具
体
化
が
す
す
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
目
下
の

蔵
書
約
一
0
万
冊
も
や
が
て
倍
増
し
、
大
い
に
教
師

学
生
の
研
究
・
教
育
を
助
け
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
本
学
教
育
の
中
心
と
も
い
う
べ
き
、
キ

リ
ス
ト
教
々
育
に
つ
い
て
一
一
言
し
九
い
。
毎
日
の
礼

拝
は
一
講
時
と
二
誰
時
の
間
、
二
0
分
を
用
い
て
行

わ
れ
て
い
る
。
学
内
の
教
職
員
の
奉
仕
、
同
志
社
大

学
神
学
部
教
授
や
教
会
の
牧
師
の
ご
協
力
を
も
得
、

ま
九
、
音
楽
学
科
の
先
生
方
の
奏
楽
、
学
生
聖
歌
隊

の
レ
ス
ポ
ン
ス
等
、
音
楽
礼
拝
や
学
生
礼
拝
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
毎
週
組
ま
れ
て
、
簡
素
な
が
ら
充
実
し
た

礼
拝
が
守
ら
れ
て
い
る
。
学
生
の
出
席
は
、
特
別
礼

拝
の
日
を
除
く
と
二
0
名
か
ら
五
0
名
前
後
の
少
数

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
残
念
で
あ
る
。
貴
重
な
礼
拝

の
時
閻
を
全
学
的
に
有
効
な
教
育
の
機
会
と
し
九

栄
光
館
三
階
の
唄
想
室
や
小
礼
拝
堂
も
牌
、

)
0

し自
由
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
学
の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム

に
は
、
基
準
の
一
一
四
単
位
の
枠
の
外
に
、
「
聖
書
」

六
単
位
が
必
修
科
目
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
キ

リ
ス
ト
教
々
育
の
効
果
を
客
観
的
に
測
定
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
髭
の
態
度
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
か
な
り
の
程
度
に
学
生
の
精
神

生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
折
々
の

調
査
等
の
結
果
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
宗

教
々
育
委
員
会
な
ど
を
中
心
に
全
学
的
な
と
り
く
み

の
必
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

本
学
の
施
設
・
設
備
の
面
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一

0
年
間
に
楽
真
館
二
期
建
設
、
さ
ら
に
頌
啓
館
書

楽
学
科
)
、
心
和
館
(
教
室
・
研
究
室
・
学
生
食
堂
.
保
健
室
)

等
の
新
築
と
越
智
前
学
長
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
つ
ぎ

つ
ぎ
に
拡
充
が
は
か
ら
れ
九
こ
と
織
謝
に
九
え
な

(
女
子
大
学
敦
授
・
小
田
幸
信
)

)
0

し

ま
た
創
立
一
0
0
周
年
を
記
念
し
て
、
女
子
大
学

億
円
の
基
金
を
と
い
う
前
学
長
時
代
か
ら
の
計

に画
が
、
毎
年
の
新
入
学
生
か
ら
の
募
金
に
ょ
っ
て
、

今
年
よ
う
や
く
達
成
を
見
た
こ
と
も
、
ま
こ
と
に
大

き
な
喜
び
で
あ
っ
九
。
こ
の
基
金
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
目
下
委
員
会
を
つ
く
っ
て
検
討
中
で
あ
る
。

創

以
上
、
衞
単
に
学
園
の
紹
介
を
し
て
き
た
が
、

立
一
 
0
0
周
年
を
契
機
と
し
て
、
教
室
、
実
験
務
、

研
究
室
の
充
実
、
図
害
鯨
の
建
設
な
ど
の
計
画
も
す

み
や
か
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
と
共
に
、

同
志
社
立
学
の
精
神
を
再
翻
、
さ
ら
に
実
り
の
あ

る
女
子
教
育
に
向
か
っ
て
全
学
を
あ
げ
て
努
力
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
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一
巨
一

4

0

.
一

学

H

一

同
志
社
高
等
学
校
の
、
発
足
時
よ
り
の
簡
単
な
沿

革
を
、
生
徒
数
教
職
員
数
を
中
心
に
九
ど
り
、
現
況

の
具
体
的
理
解
に
資
し
九
い
。
(
製
参
照
J

昭
部
。
学
制
改
制
に
と
も
な
い
、
旧
制
同
志
社
中

学
の
第
四
学
年
以
上
を
含
ん
で
黒
社
高
等
学
校
発

足
。
校
長
、
故
山
田
貞
夫
先
生
。
教
頭
、
中
堀
愛
作

先
生
。昭

鍵
。
三
月
、
第
一
回
卒
業
生
を
送
る
。
同
時
に

岩
倉
へ
移
転
。
旧
高
商
の
校
舎
に
移
り
、
高
商
は
今

出
川
へ
。
中
学
と
高
等
学
校
を
わ
け
六
方
が
教
育
的

西

ム

7

に
よ
り
よ
い
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
処
置
と
聞
い
て

い
る
。校

舎
は
、
い
わ
ゆ
る
同
志
社
道
孤
図
参
懸
の
南

側
に
あ
り
、
学
園
生
活
は
こ
の
道
よ
り
南
側
で
主
と

し
て
展
開
さ
れ
て
い
九
。

昭
部
。

四
月
、
男
女
壮
ハ
学
と
な
る
。
た
だ
し
一
年

で
女
子
の
み
の
一
ク
ラ
ス
を
つ
く
り
、
授
業
は
男
女

別
々
で
初
期
共
学
の
段
階
。

昭
部
。
男
女
混
成
の
ク
ラ
ス
と
な
る
。
女
子
の
い

な
い
の
は
三
年
の
み
。
六
月
、
山
田
校
長
退
職
、
香

圓紹介
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里
中
高
の
校
長
に
転
出
。
中
学
校
長
加
藤
延
雄
先

生
、
高
校
長
を
兼
任
。

男
。
七
月
、
理
科
教
室
焼
失
。

昭
釦
。
五
月
、
チ
ャ
ペ
ル
落
成
。
始
め
て
の
同
志

社
道
よ
り
北
側
の
校
▲
凹
。

昭
紅
。
加
藤
校
長
解
兼
任
。
同
志
社
教
会
牧
師
、

茂
義
太
郎
先
生
校
長
就
任
。
教
頭
、
高
橋
勘
先
生
。

九
月
、
新
理
科
教
室
落
成
、
こ
れ
も
同
志
社
道
よ
り

北
側
に
あ
り
、
次
第
に
学
園
生
活
が
こ

の
道
を
こ
え
て
北
へ
。

昭
能
。
高
校
進
学
者
数
急
増
に
対
応

す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
増
を
考
え
る
。

昭
誕
。
一
月
、
鶏
鳴
、
桑
志
の
教
室

棟
及
び
し
ら
さ
ぎ
会
館
落
成
。
旧
高
商

の
老
朽
校
舎
か
ら
新
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
に
移
る
0
 
こ
れ
ら

の
建
物
は
す
べ
て
同
志
社
道
よ
り
北
側

に
あ
り
、
学
園
生
活
の
中
心
が
北
へ
拡

張
さ
れ
て
行
く
。
学
内
の
管
理
機
構
が

改
め
ら
れ
、
総
務
・
教
務
・
補
導
・
生

徒
・
宗
教
・
図
書
・
保
健
の
各
部
と
寮

務
の
八
部
門
で
出
発
。
教
育
内
容
の
充

実
を
図
る
。

昭
釘
。
九
月
、
茂
校
長
停
年
退
職
。

新
校
長
、
高
橋
勘
先
生
。
教
頭
、
浦
野
信
夫
。
十

月
、
文
化
祭
で
爆
発
事
故
。

昭
認
。
三
月
、
理
科
教
室
書
理
棟
)
、
柏
心
館
増

築
部
落
成
。
各
学
年
の
ク
ラ
ス
数
増
を
図
り
、
一
ク

ラ
ス
生
徒
数
四
五
名
を
め
ざ
し
昭
賜
に
実
現
す
る
。

昭
諦
。
文
化
祭
が
岩
倉
祭
と
な
り
、
「
ど
ん
ち
」
は

廃
止
。
修
学
旅
行
も
廃
止
さ
れ
る
。
「
新
し
い
酒
は

新
し
い
革
袋
に
」
と
い
う
趣
旨
。

69
6
2
1

1
2
3
3

昭
U
。
九
月
、
旧
校
舎
跡
に
新
し
い
体
育
館
が
立

つ
。
岩
倉
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
の
優
雅
さ
と
、
教
育
内
{
谷
の

充
実
が
増
し
加
え
ら
れ
る
。

昭
妬
。
校
長
浦
野
信
夫
。
教
頭
、
上
田
堅
一
郎
先

生
。
十
一
月
、
学
費
値
上
げ
反
対
で
生
徒
大
会
は
無
期

限
全
学
ス
ト
を
決
定
。
十
日
間
に
て
解
除
。
学
校
は

特
別
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
取
扱
い
指
導
す
る
。

「
現
況
」
三
百
坪
近
い
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
の
理
想
的
な

3
4
6
6

4
6
6
6

の
数

子女
内

5
6
6
7

5
 
6
 
0

ー
ー
 
2

3
 
4
 
5
 
6

昭
和
年

2
2
2
2

2
2
4
1

5
8
2
7

6
7
8
8

6
 
0
 
6
 
3

3
 
4
 
3
 
4

0
3
7
8
7
7
5
2
8
6
7
9
6
6
2
3

9
7
5
6
1
5
7
6
6
7
9
1
2
9
0
2

ー
ー
ー
ー
2
2
2
2
2
2
2
3
3
2
3
3

6
6

6
7

フ
フ

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
6
0

2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
5

7
0

4
5

7
 
8
 
8
 
8

8
8
7
8

8
 
7
 
8
 
8

生徒数

総数

生徒数・教職数

クラス数 1クラス
の中の

1 2 3

年年年男女比
0

0

44

111

952 17627

1,028

1,030

1,055

1,096

1,139 4:1

1,169

1,178

1,156

1,134 3:1

1,133

1,133 8 7 7

1,174

1,136

1,088

1,054

1,079

1,090 342

2:11,100 380

(大きな変数のある年のみを記載し、空欄は

大幅な変化がないことを示す。)

専任教職員数

教員職員

6 6 6

1年9:2
2年7:1

1,2年5:1
3年7:1

5:1

13

35

23

25

31

32

-92 -

1年2:1
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環
境
の
中
で
、
私
学
同
志
社
高
等
学
校

の
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、
多

く
の
課
題
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
を
解
決
し
、
時
代
の
要
請
す
る
知
的

教
育
に
対
応
し
、
同
志
社
の
命
で
あ
る

設
立
の
本
旨
に
即
し
た
人
格
形
成
を
め

ざ
し
て
い
る
。

入
学
。
同
志
社
中
学
か
ら
の
推
鳶
入

学
者
数
は
、
最
高
三
二
0
名
を
占
め

九
こ
の
場
合
、
本
校
学
年
定
員
が
四

五
名
X
ハ
ク
ラ
ス
で
三
六
0
名
で
あ
る

の
で
、
入
試
に
よ
っ
て
他
の
中
学
か
ら

受
け
入
れ
る
数
は
約
四
0
名
で
あ
る
。

同
中
よ
り
の
入
学
者
の
中
で
基
礎
学
力

の
不
充
分
な
も
の
に
対
す
る
対
応
を
考

え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

進
学
。
大
多
数
約
三
二
0
名
は
同

志
社
大
学
へ
の
進
学
、
他
は
国
公
立
、
あ
る
い
は
他

の
私
大
へ
進
み
、
就
職
者
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
学

進
学
に
つ
い
て
は
単
に
名
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

自
分
の
能
力
・
個
性
に
応
じ
た
選
択
が
さ
れ
始
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
現
象
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
が
送
り
出
す
卒
業
生
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
充
分
な
力
を
発
揮
で
き
る
素
地

1

^
 
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
3
3
3
3
1
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
2

2
2
1
ー

介

目

1
 
2
 
3

2
2

2
3
2
3

3

家

2

3

4

を
つ
く
る
こ
と
が
、
又
、
更
に
社
会
に
出
て
も
、
同
覚
社
会
科
教
室
な
ど
を
増
築
し
、
創
立
百
周
年
を
記

志
社
教
育
の
目
ざ
す
人
間
と
し
て
活
躍
し
、
国
家
社
念
し
、
総
額
約
四
億
八
千
万
円
の
建
設
を
考
え
て
い

会
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
素
地
を
つ
く
る
こ
と
が
、
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
教
育
活
動
に
は
財

わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
あ
り
、
全
て
が
そ
れ
に
向
か
っ
政
的
な
裏
付
け
が
必
要
で
、
国
家
、
地
方
自
治
体
に

て
力
を
結
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
る
助
成
、
父
兄
そ
の
外
、
社
会
的
協
力
に
よ
っ
て

そ
の
た
め
に
、
ま
だ
建
築
施
設
な
ど
充
分
で
な
こ
の
教
育
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

い
の
で
、
五
十
年
度
で
は
柏
心
館
の
三
階
に
、
視
聴
は
論
を
ま
た
な
い
。
禽
等
学
校
長
・
浦
野
信
き

3
 
1
 
3

3
2

理
科
イ
!
去
術
一
央

1
3

数
学

2
 
2
 
1
 
1
 
誕
鎚

鍵
誕

4
 
4

2
 
3

朽
英 a

 
b
 
c

学園紹

第3学年の必修科目、選択科目、およびそれらの単位数
(昭和51年度)

選択科目同必修科

学年
目

キリスト教学
現代国語

・;

口

社
地

世 4

日

倫理社会 2

政治経済
数学 5

Π 5

数学 Ⅲ

生物 3

化学 4

物理 4

地学

呆

月

音楽
}叫・美術

央言吾訥読
作

英語演習

1年2年3年

/、
ユエ

科

保体
健育

^

学

キリスト教学特論

国現代国語特論
言五
ロエコ

社

、合
地理特論

地理特論
総合出界史
世界史特論
総合日本史
日本史特論
現代思想特論
数学
数学演習
数学演習
理科 ⅡⅡ

生物
化声
物理

地学
体育
・L、 1コ

日楽
美術

台五
ロロ

^
ユエ

ホームルーム

メ△、
園

単位数

・'ヌ三
ロロ

O r
づ

問

選択可能 100 0
最大時問数

1.3年では(ロ)表の中から、最

低6単位を選択しなけれぱ

ならない。

2.取得しうる単位は最大10で

ある。

→一三石
央る口

英語

'ブで:五「コ

「主L

ユ丈

科目名

ーネ
第外ドイツ

2語中国

理
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、
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、
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、
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●
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ゑ
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き
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ノ
●
』
一
、
ノ
、

遮
§
義
然

百
周
年
を
迎
え
る
同
志
社
の
中
に
あ
っ
て
、
比
較

的
歴
史
の
浅
い
本
校
は
、
昭
和
十
四
年
に
大
阪
の
偕

行
社
中
学
と
し
て
設
立
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
0

当
時
は
日
支
事
変
の
戦
局
も
拡
大
し
、
特
に
出
征

陸
海
軍
関
係
の
子
弟
教
育
に
困
難
を
き
た
す
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
偕
行
社
小
学
佼
に
偕
行
社
中
学

校
を
併
設
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。
し
か
し
、
い
つ
ま

で
も
同
居
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
浅
井
さ
く

氏
、
そ
の
他
の
公
益
献
金
を
設
立
資
金
と
し
て
、
現

在
の
香
里
の
地
に
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
昭
和
十
五
年
忙
設
立
認
可
が
あ
っ
た
。
戦
局
は

い
よ
い
よ
重
大
化
し
、
校
舎
建
築
も
圈
難
に
な
っ
て

き
た
が
、
山
下
亀
三
郎
氏
の
、
陸
海
軍
軍
人
子
弟
教

育
を
目
的
と
す
る
、
山
水
育
英
会
が
組
織
さ
れ
た
の

で
、
偕
行
社
中
学
も
山
水
育
英
会
と
合
併
提
携
す
る

こ
と
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
に
第
二
山
水
中
学
校
と

し
て
発
足
し
た
。
戦
時
中
は
枚
方
工
廠
で
作
業
に
従

事
し
、
余
暇
を
利
用
し
て
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
の

は
、
一
般
の
中
学
校
と
同
様
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
終
戦
と
と
も
に
軍
と
の
関
係

を
絶
ち
、
財
団
法
人
山
水
育
英
会
に
よ
り
、
第
二
山

水
中
学
校
と
し
て
従
来
の
学
校
教
育
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
生
徒
の
中
に
は
、
予
科
練
、
特
別
幹
部
候
補
生

館誠明

よ
り
復
員
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、
食
糧
不
足
の
時
代

と
は
い
え
、
勉
学
に
は
熱
の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
、
学
制
改
革
に
伴
い
財
団
法

人
香
里
学
園
と
改
称
、
一
否
里
中
学
校
、
香
里
高
等
学

校
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
新
制
中
学
校
は
設
備

そ
の
他
に
お
い
て
十
分
で
な
か
っ
た
の
で
、
本
校
の

中
学
校
祀
進
学
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、
中
学
を

卒
業
し
公
立
高
等
学
校
に
進
学
す
る
も
の
が
多
く
、

高
等
学
校
の
充
実
の
た
め
、
大
学
と
直
結
し
九
学
園

に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
き
九
。
ま
九
同
志
社
に

お
い
て
も
、
当
初
大
阪
に
設
立
す
る
意
向
を
持
っ
て

お
り
、
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
香
里
学
園
と
の

合
併
が
急
速
に
進
み
、
昭
和
二
十
六
年
同
志
社
香
里

中
学
校
、
同
志
社
香
里
高
等
学
校
と
な
っ
た
。

同
志
社
と
し
て
発
足
し
た
が
、
校
舎
等
は
建
設
後

十
年
を
経
過
し
、
戦
後
の
物
資
不
足
も
加
え
て
荒
廃

甚
し
く
改
築
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で
、
八
十
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
、
歴
代
校

長
の
努
力
に
よ
り
、
昭
和
三
十
三
年
に
高
等
学
校
の

普
通
教
室
と
し
て
鉄
筋
三
階
建
の
尚
志
館
が
完
成
し

九
。
ひ
き
つ
づ
き
昭
和
三
十
五
年
、
鉄
筋
四
階
建
、

中
学
教
室
九
、
理
科
・
芸
術
科
特
別
教
室
、
図
書
館

を
含
む
明
誠
館
が
完
成
し
、
面
目
を
一
新
し
た
。
丁

度
こ
の
時
期
は
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
、
高
等
学
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校
に
進
学
す
る
生
徒
も
増
加
の
途
を
た
ど
り
、
ま

た
、
大
学
に
直
結
し
た
本
校
な
ど
に
お
い
て
は
、
一

層
有
利
と
な
っ
て
き
九
。
体
育
館
も
老
朽
化
し
た
の

で
、
昭
和
三
十
八
年
に
バ
レ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

ト
、
卓
球
、
柔
道
剣
道
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
含
む
総

合
体
育
館
と
生
徒
食
堂
、
集
会
場
を
含
む
有
朋
館
が

完
成
し
た
。
翌
三
十
九
年
に
は
P
T
A
の
協
力
に
よ

り
、
二
十
紅
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
も
で
き
、
生
徒
の
体

育
指
導
に
一
段
と
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
0

昭
和
四
十
一
年
に
L
L
教
室
、
地
理
、
社
会
科
教
室

の
増
築
も
完
成
し
、
教
学
に
対
す
る
施
設
は
ほ
ぽ
終

つ
た
。
こ
の
頃
よ
り
、
高
校
の
志
願
者
の
増
加
と
と

も
に
中
学
の
志
願
者
が
増
え
て
き
た
の
で
、
中
学
の

学
級
増
が
考
慮
さ
れ
始
め
た
。
高
校
志
願
者
の
中
に

は
公
立
と
の
併
願
に
よ
り
定
着
数
が
不
安
定
で
あ
る

の
で
、
中
学
五
学
級
、
高
校
七
学
級
と
し
て
、
高
校

の
生
徒
定
着
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
中

学
、
高
校
と
も
二
学
級
分
の
増
築
計
画
が
な
さ
れ
、

同
時
に
地
学
教
室
、
小
規
模
な
が
ら
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
設
備
し
た
地
学
特
別
教
室
が
昭
和
四
十
七
年
に

完
成
し
た
。
中
学
の
学
級
増
と
と
も
に
、
中
高
と

も
志
願
者
は
年
々
増
加
し
た
。
高
校
よ
り
の
推
薦

に
お
い
て
も
着
実
に
伸
び
、
ま
た
大
学
の
好
意
に

よ
り
、
最
近
は
九
十
%
強
が
推
薦
入
学
す
る
よ
う

こ
、
▲
つ
こ
0

同
志
社
は
基
督
教
を
も
っ
て
徳
育
の
基
本
と
し

て
お
る
の
で
、
合
併
後
礼
拝
を
設
け
、
こ
れ
を
通

し
て
新
島
精
神
の
浸
透
を
期
待
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
前
後
の
学
園
紛
争
の
盛
ん

な
時
期
に
は
、
礼
拝
に
対
し
批
判
的
な
空
気
も
あ

つ
た
が
、
徐
々
に
も
と
に
戻
り
、
今
年
度
よ
り
関

係
教
員
の
努
力
と
生
徒
の
要
望
で
礼
拝
の
充
実
を

計
り
、
大
い
に
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

学

ク
ラ
ブ
砺
に
お
い
て
も
、
文
化
部
、
運
動
部
で

三
十
余
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
活
動
し
て
ぃ
る
。
し
か
し
本
校
の
生
徒
の
よ
う

に
、
遠
距
離
通
学
者
が
多
い
九
め
、
六
割
程
度
し
か

部
に
籍
を
置
い
て
い
な
い
の
で
、
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー

等
の
、
チ
ー
ム
組
織
の
も
の
が
弱
体
化
し
九
の
も
、
一

般
高
校
に
み
ら
れ
る
状
態
と
一
致
し
て
い
る
0
 
こ
の

中
に
あ
っ
て
庭
球
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
べ
ス
ト
エ

イ
ト
に
入
り
、
陸
上
、
レ
ス
リ
ン
グ
も
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
て
い
る
0
 
ま
た
、
ス
キ
ー
、
水
泳
等
も

近
畿
地
方
に
お
い
て
好
成
績
を
収
め
る
現
状
を
示
し

て
い
る
。
各
ク
ラ
ブ
が
、
徐
々
で
は
あ
る
が
、
盛
ん

に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
大
変
喜
ぱ
し
い
こ
と
で
あ

る
0

百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
設
立
当
籾
よ
り
の

建
物
で
あ
る
壁
、
本
館
の
改
築
の
計
画
を
持
っ
て

い
る
。
現
在
の
社
会
状
態
か
ら
考
え
る
と
非
常
に
困

難
で
あ
る
が
、
教
育
環
境
改
恙
,
か
ら
も
是
非
実
現
し

た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
伺
時
に
、
図
嘉
の
充

実
と
利
用
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
講
堂
と
同
時
に
考

慮
し
た
い
。
教
育
は
必
ず
し
も
設
備
の
み
で
は
な
い

が
、
生
徒
の
質
の
向
上
が
み
ら
れ
る
の
で
、
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
よ
き
同
志
社
人
を
育
て
る
よ
う
念

願
し
て
い
る
。
(
霄
里
中
・
高
等
学
校
長
・
阿
南
一
一
里
士
)

入
口
紀
あ
る
良
、
い
碑

紹介
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^

゛
滅
漁
0
然

現
在
・
過
去
そ
し
て
未
来
と
基
本
的
に
変
ら
な
い

「
現
況
」
を
最
初
に
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
礼
拝
」

で
す
0
 
学
則
・
教
育
の
目
的
・
本
校
の
特
色
な
ど
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
礼
拝
は
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。
特
別
な
宗
教
h
事
と

し
て
の
礼
拝
で
は
な
く
、
毎
日
始
業
前
に
必
ず
守
ら

れ
て
い
る
厳
粛
敬
虔
な
礼
拝
で
す
。
こ
れ
な
く
し
て

は
、
全
校
の
生
徒
も
教
職
員
も
そ
の
日
の
務
め
が
始

ま
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
形
式
」
で
は
な
く
「
内

容
」
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
い
ち
お
う
、
学
校
礼
拝

は
「
キ
リ
ス
ト
教
に
も
と
づ
く
宗
教
的
無
と
情
操

円
讐
」
(
学
園
要
覧
「
本
校
の
特
色
」
)
の
た
め
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
校
の
特
色
を
説
明
す
る
場
合

に
使
っ
た
系
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
毎
日
の
礼
拝

に
中
・
高
六
年
の
間
出
席
す
る
生
徒
た
ち
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
感
慨
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

卒
業
生
の
思
い
出
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
・
身
に
し
み

(
礼
拝
風
景
)

X
r

一
?

W

て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
過
ぎ
し
日
の
礼
拝
の

思
い
出
が
人
生
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
述
懐
し
て

い
る
卒
業
生
が
な
ん
と
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
長
い

年
月
の
間
に
は
種
々
の
抵
抗
や
障
害
も
あ
り
ま
し
た

開
校
以
来
一
貫
し
て
守
り
ぬ
か
れ
て
き
た
こ
の

.
>
、

力礼
拝
を
、
い
っ
そ
う
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い

)し

ま
す
。
ま
九
、
毎
日
の
授
業
の
終
り
に
は
「
稔
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
学
・
高
校
の
各
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
当
番
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
も
の
で
す
。

一
日
の
課
業
を
感
謝
を
も
っ
て
終
え
た
証
し
で
も
あ

り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
そ
の
守
り
方
の
一
例
を
示
し

ま
す
。

ψ
M
,

4

,
/

讃
美
歌
(
朝
の
礼
拝
の
讃
美
歌
)

聖
晝
生
徒
手
帳
に
引
用
き
れ
て
い
る
そ
の
週
の
聖
句
)

祈
繭
(
司
会
当
番
が
皆
に
代
っ
て
自
主
的
に
き
き
げ
る
)

一
日
の
授
業
が
終
る
と
、
や
が
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

ー
ム
・
ル
ー
ム
か
ら
識
美
歌
が
流
れ
て
く
る
。
こ
れ

で
そ
の
日
の
学
校
生
活
が
全
く
終
っ
九
の
で
は
な

く
、
放
課
後
に
は
ま
た
活
発
な
ウ
ラ
ブ
活
動
が
始
ま

る
。
ク
ラ
ブ
の
種
類
だ
け
で
も
、
文
化
系
一
三
、
体

育
系
二
四
と
多
様
で
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
、
フ
ェ

"
.
ま

ン
シ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
の
現
況
を
、
ク
ラ
ブ
員
の
生
の

邸
^ P戸

■牙
0 や才

舟
、, 司'

、
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声
を
引
用
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

『
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
そ
の
お
も

し
ろ
さ
が
分
り
に
く
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
う
。
バ
レ

ー
や
テ
ニ
ス
で
は
、
球
を
ト
ス
し
た
り
打
ち
返
し
た

り
し
て
い
て
楽
し
い
が
、
フ
エ
ン
シ
ン
グ
で
は
、
フ

ツ
ト
ワ
ー
ク
(
基
本
動
作
の
練
習
)
を
し
て
い
て
楽
し
い

と
は
.
口
え
な
い
。
私
は
始
め
て
か
ら
五
年
た
っ
た
今

で
こ
そ
、
基
礎
も
一
応
す
ん
で
、
ア
タ
ッ
ク
が
決
ま

り
、
試
合
に
勝
っ
九
り
し
て
、
よ
う
や
く
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
の
楽
し
さ
が
分
り
か
け
て
い
る
が
、
中
学
生
の

頃
は
、
こ
ん
な
し
ん
ど
い
ク
ラ
ブ
な
ん
か
止
め
て
し

ま
お
う
と
、
毎
日
考
え
て
い
た
0
』
(
2
E
 
井
口
昭
子
)

『
最
後
ま
で
ダ
ウ
ン
せ
ず
に
や
り
と
げ
ら
れ
た
後

の
水
の
一
口
は
何
と
も
言
え
な
い
お
い
し
さ
な
の
で

す
。
い
つ
も
単
に
飲
む
水
で
は
な
く
て
、
本
当
に
お

い
し
く
、
水
が
あ
り
が
た
く
感
じ
る
の
で
す
。
た
っ

た
一
口
の
水
が
、
苦
し
か
っ
九
後
だ
か
ら
こ
そ
、
感

謝
を
心
か
ら
で
き
る
「
お
水
」
な
の
で
す
。
』

(
3
F
 
猪
口
賀
子
)

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち

は
青
春
を
鍛
え
上
げ
て
行
き
ま
す
。

最
後
に
、
「
ゆ
か
り
会
」
の
こ
と
を
少
し
紹
介
し

ま
す
。
昭
和
認
年
に
生
れ
た
本
会
は
、
母
校
と
卒
業

学

生
を
つ
な
ぐ
連
絡
会
で
、
事
務
室
を
希
望
館
に
置
い

て
い
ま
す
。
母
校
を
始
め
、
同
窓
会
、
後
進
に
対
し

て
物
心
両
面
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の

名
鱒
の
作
製
。
身
体
検
査
な
ど
の
手
伝
い
。
女
子
高

三
年
生
の
た
め
に
は
進
路
相
談
を
設
け
、
各
学
部
ご

と
に
先
輩
が
来
て
助
言
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は

在
校
生
に
た
い
へ
ん
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
ま
た
例
年
の
バ
ザ
ー
で
は
、
タ
コ
ヤ
キ
を
自
分

た
ち
で
作
っ
て
販
売
し
ま
す
。
先
輩
諸
姉
の
手
作
り

の
タ
コ
ヤ
キ
を
味
わ
お
う
と
、
在
校
生
た
ち
は
列
を

つ
く
っ
て
買
う
の
で
す
。
バ
ザ
ー
で
は
必
ず
見
ら
れ

る
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
で
す
。

こ
の
た
び
は
、
「
礼
拝
」
と
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
、
そ

し
て
「
ゆ
か
り
会
」
の
一
端
を
紹
介
し
て
現
況
報
告

に
代
え
さ
せ
て
い
九
だ
き
ま
し
た
。
同
志
社
創
立
百

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
す
ま
す
本
校
が
そ
の

発
展
延
寄
与
す
る
こ
と
を
う
次
第
で
す
。
な
お
二

枚
の
写
真
は
本
校
の
山
田
孝
雄
教
諭
靈
丑
の
手
に

よ
る
も
の
で
す
。(

女
子
中
・
高
等
学
校
教
頭
・
太
田
幹
雄
)

園紹介

クラブ活動

(フェンシング.ウラブ)
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商
業
高
校
は
、
昭
和
二
十
三
年
(
一
九
四
八
)
四
月
、

将
来
産
業
界
に
、
自
己
の
進
路
を
開
拓
せ
ん
と
す
る

勤
労
青
少
年
に
対
し
教
育
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し

て
、
男
女
共
学
、
商
業
科
の
定
時
制
高
校
(
四
年
制
)

と
し
て
発
足
し
た
。
設
立
さ
れ
た
当
初
、
本
校
は
、

今
出
川
校
地
の
聚
芳
館
(
大
学
新
図
霄
館
建
設
に
あ
た
り
、

取
り
壊
わ
さ
れ
た
J
 
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
七
年

(
一
九
六
二
)
四
月
、
大
学
新
町
校
舎
の
新
築
に
と
も

な
い
、
新
町
校
地
に
移
転
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
0

初
代
の
校
長
は
、
商
学
部
の
岡
本
春
三
先
生
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
後
も
、
度
々
大
学
よ
り
校
長
を
迎
え

九
。
現
在
は
、
住
谷
総
長
が
本
校
校
長
代
行
を
兼
務

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
志
社
内
の
高
校
で
は
き
わ
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
度
、
同
志
社

<

創
立
一
0
0
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
奇
し
く
も

そ
の
三
0
年
近
い
歴
史
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。

い

商
業
高
校
の
今
日
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、

ず
れ
詳
し
く
述
ぺ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
思
う
の

で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

商
業
高
校
の
創
立
以
来
、
今
日
ま
で
の
過
程
は
苦

難
の
連
続
で
あ
っ
九
。
昨
今
、
社
会
的
に
も
定
時
制

生
徒
数
の
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
減
少
の
一
途
を

九
ど
り
、
本
校
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が

つ
て
、
京
都
府
下
で
も
數
校
あ
っ
九
私
学
が
相
次
い

で
閉
校
と
な
り
、
本
校
が
唯
一
と
い
っ
て
ょ
い
ほ
ど

の
存
在
で
あ
っ
九
。
(
一
燈
園
高
校
が
定
時
制
高
校
と
し
て

残
っ
て
い
ろ
が
、
特
殊
な
存
在
で
、
生
徒
数
も
以
前
か
ら
少
な

か
っ
た
。
)
ま
た
、
職
業
高
校
の
存
在
も
全
国
的
に
大

き
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
に
、
職
業
高
校
か
ら
大
学
へ
の
進
学
が
不
利
で
あ

る
こ
と
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

点
で
は
、
本
校
は
同
志
社
大
学
無
試
験
推
薦
入
学
の

道
が
開
か
れ
、
毎
年
三
割
前
後
の
卒
業
生
を
大
学
へ

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
、
幸
い
で
あ
っ
た
。

一
方
、
本
校
独
自
の
問
題
と
し
て
は
、
経
営
の
悪

化
、
校
舎
が
併
用
で
あ
る
た
め
特
別
教
室
の
不
足
を

来
九
し
、
ま
た
、
大
学
紛
争
の
影
響
も
ま
と
も
に
受

け
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
、
本
校
も
封
鎖
さ
れ
、
外

部
で
分
散
授
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
九
こ
と
も
あ
っ

た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
昭
和
四
十
八
年
以
降
の
生
徒
募

集
停
止
が
決
定
さ
れ
、
現
在
の
生
徒
は
、
四
年
生
の

み
で
二
五
名
丙
女
子
七
色
で
あ
る
。
か
つ
て
生
徒
数

の
も
っ
と
も
多
か
っ
た
年
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
六

九
三
名
で
あ
っ
た
。
専
任
教
職
員
も
、
以
前
は
、
一

七
名
で
あ
っ
た
が
、
配
置
転
換
等
に
よ
り
、
今
年
度

:ξF'琴ヲ巨§1釡繪1鱗§ξ謹宅ヲ釡1鞍義凖難:t
ぎ註"ゞ.t...、'ー゛セ'..4.:_"{莟1、,、イ.゛、才匙,

・}:縦ヤシむ如1写熱、f姦三与熱、fb襲.,如襲、f写^災

北小松での夏期キ¥ンプ
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は
七
名
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
極
端
な
小
ノ
人
数
の
規
模
に
な
る
と
、

学
校
連
営
上
、
い
ろ
い
ろ
困
難
な
問
題
が
生
じ
て
く

る
。
た
と
え
ば
、
も
っ
と
も
苦
労
す
る
の
は
ク
ラ
ブ

活
動
で
あ
る
。
高
校
教
育
の
段
階
で
は
、
ウ
ラ
ブ
活

動
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
殊
に
同
志
社
で
は

大
学
推
蔦
制
度
が
あ
り
、
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
に
あ
る
0
 
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
小
ノ
人

数
に
な
る
と
活
動
の
条
件
が
き
わ
め
て
惡
い
。
特
に

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
ク
ラ
ブ
で
は
、
生
徒
た
ち
も
選

手
集
め
に
四
天
苦
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
学
校
と

し
て
も
、
有
効
な
手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ず
弱
っ
て

い
る
。
ま
た
、
授
業
述
営
の
面
か
ら
み
る
と
、
確
か

に
生
徒
数
が
少
な
い
の
で
、
教
員
の
目
が
よ
く
い
き

届
き
、
生
徒
と
教
員
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
,
ン
も

う
ま
く
い
く
。
し
か
し
、
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
、

極
端
に
少
人
数
の
科
目
が
出
て
、
活
気
の
点
で
欠
け

る
と
こ
ろ
が
目
に
つ
く
。
こ
の
外
、
文
化
祭
や
球
技

大
会
等
の
行
事
に
つ
い
て
も
む
つ
か
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
教
員
た
ち
も
積
極
的
に
参
加
し
て
盛
り

上
げ
る
よ
う
苦
労
し
て
い
る
。

以
上
、
簡
単
植
現
況
等
を
述
べ
た
が
、
同
志
社
が

九
と
え
短
い
期
間
に
せ
よ
、
働
き
な
が
ら
学
ぷ
勤
労

青
少
年
の
た
め
に
、
門
戸
を
開
放
し
、
教
育
の
機
会

学

を
与
え
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ

た
と
思
う
。
現
在
卒
業
生
が
社
会
の
各
分
野
で
活
躍

し
、
商
業
高
校
の
な
く
な
る
こ
と
を
非
常
に
残
念
が

つ
て
い
る
。
私
た
ち
教
職
員
は
、
将
来
同
志
社
が
、

ま
た
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
、
こ
れ
ら
勤
労
青
少

年
に
対
し
、
同
志
社
の
精
神
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

る
0

(
商
業
高
等
学
校
教
頭
・
土
山
写

合

園介紹

早天祈蔚会にて
(1975.1.23)
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本
校
は
昭
和
二
十
二
年
の
学
制
改
革
に
伴

男
女
共
学
、
単
独
中
学
校
と
し
て
再
発
足

)
、

しし
ま
し
た
。

在
校
生
は
九
七
二
名
(
男
子
六
三
名
、
女
子
三

五
一
名
)
、
一
学
年
ハ
ク
ラ
ス
の
二
十
四
ク
ラ
ス

編
成
で
、
一
ク
ラ
ス
四
十
名
の
男
女
の
比
率
は

約
二
対
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教
職
は
六
十
三
名
寂
員
五
十
賓
職
員
十

三
名
)
で
、
き
め
細
や
か
な
教
育
を
目
指
し
、

生
徒
と
の
触
れ
あ
い
を
大
切
に
し
九
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

毎
朝
、
十
五
分
間
の
礼
拝
を
伝
統
あ
る
チ
ャ

ペ
ル
で
ま
も
り
、
そ
の
後
四
十
五
分
、
六
時
限

の
授
業
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
(
教
科
誤
程
)
は
下
記

の
通
り
で
す
。

校
務
組
織
と
し
て
は
、
宗
教
部
、
総
務
部
、
教
務

部
、
生
活
指
導
部
、
生
徒
部
、
保
健
部
、
図
書
部
の

七
部
が
あ
り
、
他
に
ク
ラ
ス
担
任
は
、
各
学
年
ご
と

に
担
任
会
を
持
っ
て
ク
ラ
ス
指
導
に
当
っ
て
い
ま

す
。

学
校
行
の
う
ち
、
特
色
あ
る
も
の
と
し
て
は
、

花
の
日
礼
拝
、
収
獲
感
謝
礼
拝
、
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

等
の
特
別
礼
拝
、
春
秋
の
宗
教
週
問
行
事
等
の
宗
教

一
一-

r

行
事
の
外
に
、
春
に
行
う
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
あ
る

い
は
球
技
大
会
が
あ
り
、
学
年
別
ク
ラ
ス
対
抗
で
研

を
競
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
又
、
夏
に

は
、
一
年
生
は
丹
後
由
良
に
あ
る
臨
海
学
舎
で
、
ニ

ク
ラ
ス
ご
と
に
二
泊
三
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
、
二
年
生

は
信
州
唐
松
岳
登
山
や
自
然
観
察
に
三
泊
四
日
の
キ

ヤ
ン
プ
を
持
ち
、
三
年
生
は
、
夏
と
冬
に
分
れ
、
夏

は
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
、
冬
は
戸
隠
高
原
で
の
ス
キ

1
敦
室
を
有
志
参
加
の
形
で
持
ち
ま
す
。
秋
に
は
、

"

,

、

、
、
X
 
尋

"
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キ

学
園
祭
と
し
て
、
展
覧
会
、
学
芸
会
、
運
動
会
を
開

催
し
、
冬
に
は
、
二
月
上
旬
の
一
番
寒
い
頃
を
ね
ら

耐
寒
遠
足
と
し
て
雪
の
中
を
大
原
か
ら
鞍
馬
へ

)
、

しと
山
中
を
歩
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中
学
生

時
代
の
懐
か
し
い
思
い
出
と
し
て
あ
と
あ
と
ま
で
心

に
残
る
模
様
で
す
。

生
徒
会
活
も
非
常
に
盛
ん
で
、
受
験
学
習
に
禍

さ
れ
な
い
好
ま
し
い
一
面
と
言
え
ま
し
ょ
う
0

生
徒
会
は
執
行
部
を
中
心
に
、
公
安
、
美
化
、
庶

務
各
委
員
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
、

又
、
ホ
ー
ム
.
ル
ー
ム
か
ら
出
る
評
議
員
を
も
っ
て

構
成
す
る
評
議
会
は
生
徒
会
執
行
部
と
ホ
ー
ム

レノ

ー
ム
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
0
 
学
園

祭
、
球
技
大
会
等
も
生
徒
会
の
中
に
実
行
委
員
会
を

設
け
て
自
主
的
に
企
画
運
営
を
し
て
い
ま
す
0
 
更

)し

に
、
生
徒
会
ク
ラ
ブ
は
、
文
化
学
術
関
係
ク
ラ
ブ
十

九
部
、
運
動
関
係
ク
ラ
ブ
九
部
を
擁
し
、
在
校
生
徒

の
八
十
八
%
に
当
る
多
数
の
生
徒
た
ち
が
、
伺
ら
か

の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
0

施
設
と
し
て
は
、
ま
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
ま
で

も
、
チ
ャ
ペ
ル
含
一
九
二
金
、
一
九
六
三
年
重
要
文
化
財
指

定
)
、
体
育
館
(
一
、
0
二
四
金
)
、
運
動
場
(
六
、
六
0
0

厄
等
、
都
心
に
あ
る
学
校
と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い

る
と
一
言
え
ま
し
ょ
う
0

す
。

入
学
志
願
者
は
募
集
定
旦
三
一
0
名
に
対
し
て
、

漸
増
を
続
け
、
四
十
九
年
度
は
八
七
0
名
(
男
子
六
0

五
名
、
女
子
二
六
五
名
)
、
五
十
年
度
は
九
七
五
名
(
男

子
六
七
六
名
、
女
子
二
九
九
名
)
と
な
っ
て
い
ま
す
0

進
学
状
況
と
し
て
は
、
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
同

志
社
高
校
へ
進
学
し
、
他
の
公
・
私
立
高
校
へ
の
進

学
は
数
名
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
0

以
上
が
本
校
の
現
況
で
す
が
、
詳
し
く
は
、
学
校

要
覧
を
新
し
く
作
り
、
こ
れ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す

か
ら
御
高
覧
頂
け
れ
ぱ
幸
せ
で
す
。

(
中
学
校
教
頭
・
市
谷
經
哉
)

学

他
に
、
普
通
教
室
二
十
四
室
、
特
別
教
室
十
三
室

(
化
学
、
物
理
、
生
物
、
地
学
、
音
楽
<
2
>
、
美
術
社
会
、

洗
染
調
理
、
被
服
、
技
術
、
製
図
、
訂
気
)
、
更
に
、
図
書

館
、
各
校
務
部
室
、
教
員
室
、
会
議
室
、
放
送
室
、

更
衣
室
、
倉
庫
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
状
況
、
寮
を
持
た
な
い
た
め
も
あ
っ
て
、
遠

隔
地
か
ら
の
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
他
府
県
か
ら

の
通
学
生
は
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
、
奈
良
県
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
人
口
分
布
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
線
に
伴

)
、

府
下
か
ら
の
生
徒
は
漸
増
の
傾
向
に
あ
り
ま

し

紹介

百井より花背峠へ

^耐寒遠足^
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伺
志
社
幼
稚
園
は
、
明
治
三
十
年
出
町
幼
稚
園
と

し
て
創
立
さ
れ
、
以
来
七
十
八
年
の
歴
史
を
持
っ
て

い
ま
す
。
名
称
は
そ
の
間
、
今
出
川
幼
稚
園
か
ら
現

在
の
名
称
へ
と
変
り
ま
し
九
が
、
一
貫
し
て
幼
児
教

育
の
本
質
へ
の
追
求
・
実
践
が
な
さ
れ
続
け
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
先
生
方
が
、
折
り
に
ふ
れ
、
よ
く
口
に

す
る
吾
葉
に
、
「
強
い
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

「
強
い
心
で
」
と
か
「
強
い
身
体
に
な
っ
て
」
と
か
、

園
児
た
ち
へ
の
語
り
か
け
の
時
、
あ
る
い
は
朝
の
礼

拝
の
お
祈
り
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
言

わ
れ
る
「
強
い
」
と
は
、
一
義
的
な
意
味
で
の
「
強

さ
」
で
は
な
く
、
幅
広
い
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
ま

す
0
 
年
少
の
園
児
が
何
か
で
困
っ
て
ぃ
る
時
、
年
長

の
園
児
が
そ
れ
を
助
け
る
「
い
た
わ
り
」
も
、
年
長

児
の
「
強
い
」
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
又
、
年
長

児
を
尊
敬
す
る
の
も
年
少
児
の
「
強
い
」
心
な
の
で

す
。

誕
生
日
、
皆
の
前
で
祝
福
さ
れ
る
園
児
に
対
し
、

子
ど
も
た
ち
は
、
口
ぐ
ち
に
彼
、
あ
る
い
は
彼
女
の

「
強
い
」
と
こ
ろ
を
披
露
し
ま
す
。
「
足
が
強
い
。
何

故
な
ら
彼
は
、
よ
く
人
を
蹴
と
ぱ
す
か
ら
」
と
か

、

「
彼
女
は
口
が
強
い
。
お
し
ゃ
べ
り
だ
か
ら
」
と
か

つ
た
脱
線
も
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

い

駈

"

*

*

幼
稚
園
の
現
状
を
、
一
年
の
諸
行
事
を
通
し
て
述

べ
て
み
ま
す
。

入
園
式
に
始
ま
っ
た
一
学
期
は
、
八
月
上
旬
六
日

間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
(
夏
期
保
育
)
で
終
り
と
な
り

ま
す
。
そ
の
間
春
の
遠
足
を
行
い
ま
す
。
父
兄
は

参
加
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
先
生
方
の
目
が
園
児

た
ち
に
十
分
届
く
よ
う
、
年
長
組
と
年
少
組
と
の
都

合
二
回
の
遠
足
と
な
り
ま
す
。
三
歳
の
新
入
園
児
に

と
っ
て
、
生
れ
て
始
め
て
経
験
す
る
「
遠
足
」
は
ど

ん
な
思
い
出
と
な
る
で
し
ょ
う
。
植
物
園
の
門
前
で

お
母
さ
ん
方
の
見
送
り
を
受
け
、
並
ん
で
入
る
時
、

い
つ
も
と
勝
手
が
違
い
、
泣
き
叫
ぷ
子
も
い
ま
す
。

七
月
、
夏
休
み
に
入
る
最
後
の
日
は
お
遊
戯
会
で
、

お
母
さ
ん
方
の
前
で
歌
や
り
ズ
ム
バ
ン
ド
の
演
奏
を

゛
＼ノ

し
ま
す
。
い
わ
ぱ
学
期
の
締
め
く
く
り
の
日
と
一
言
え

ま
し
ょ
う
。
ま
だ
幼
い
ま
ま
で
す
が
、
そ
れ
で
も
人

園
当
初
に
比
べ
成
長
の
あ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

二
学
期
は
行
事
が
多
く
、
そ
の
上
運
動
会
や
秋
の

小
、
ゾ

.
ψ

此

亀

一
丁

1

『

ち
は
入
園
以
来
、
本
当
に
「
強
い
」
子
ど
も
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
言
葉
は
、
自
主
自

立
・
協
同
・
自
我
抑
制
と
い
っ
た
幼
児
期
の
発
達
課

題
の
達
成
の
指
導
に
、
誠
に
適
切
な
も
の
と
い
え
ま

し
ょ
、
つ
0

伸

ノ

制

ト

1
嘘

一
一
'

゛

.
一

'
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遠
足
な
ど
お
天
気
に
左
右
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
て
先

生
方
は
大
変
で
す
。
園
児
も
母
親
も
参
加
す
る
、
女

子
部
合
同
の
バ
ザ
ー
も
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
会
で
は
年
長
児
と
年
少
児
の
差
が
は
っ
き
り
出

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
競
争
心
で
す
。
年
長
児
に
な

る
と
競
争
心
旺
盛
で
、
一
歩
で
も
速
く
と
ス
タ
ー
ト

に
焦
り
勝
ち
の
子
ど
も
が
見
ら
れ
ま
す
。
い
つ
ぞ
や

の
運
動
会
で
は
、
障
害
物
競
争
の
中
の
蛇
腹
く
ぐ
り

の
所
で
、
も
ぐ
り
込
ん
だ
時
は
、
確
か
先
頭
は
男
の

児
だ
っ
九
は
ず
な
の
に
、
女
の
児
が
先
に
出
て
来
た

の
に
は
唖
然
と
し
ま
し
た
。
年
少
児
組
の
競
技
で

は
、
お
母
さ
ん
方
が
ハ
ッ
ス
ル
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

二
学
期
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
終
り
に
な
り
ま
す
。

ヨ
,

三
学
期
の
行
事
で
は
、
卒
園
式
の
他
に
お
別
れ
遠

足
が
あ
り
ま
す
。
園
児
と
母
親
全
員
が
一
緒
に
半
日

を
過
す
、
卒
園
組
と
在
園
組
と
の
惜
別
の
会
で
す
。

こ
の
頃
か
ら
、
卒
園
す
る
子
ど
も
た
ち
は
小
学
校

に
期
待
と
希
望
を
抱
き
、
在
園
組
は
新
入
園
児
の
先

輩
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
て
き
ま
す
。
来
春
は
第

七
十
九
回
の
卒
園
式
を
迎
え
ま
す
。

幼
稚
園
の
行
事
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
他
、
年
間
二

回
の
授
業
参
観
と
毎
月
の
お
誕
生
日
会
が
行
わ
れ
、

教
師
と
母
親
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
0

九
だ
い
ま
、
園
児
数
一
 
0
0
名
会
磊
児
二
十
二
貿

景

四
歳
児
四
十
一
名
、
五
歳
児
三
十
七
名
)
、
四
学
級
の
構
成
。

教
員
は
五
名
(
園
長
を
除
く
)
で
す
0

*

*

今
春
か
ら
保
育
時
閻
の
延
長
を
実
施
し
た
り
、
月

と

一
回
全
員
が
昼
食
を
摂
る
日
を
新
設
し
た
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
以
前
か
ら
懸
案
と
し
て
き
た
も
の
で

す
。
積
極
的
で
、
や
る
気
十
分
の
先
生
方
ぱ
か
り
で

す
か
ら
、
保
育
内
容
は
今
後
と
も
ま
す
ま
す
充
実
し

て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
0

手
狭
な
園
舎
で
、
設
備
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん

.
)
、

が
、
良
い
環
境
と
良
い
伝
統
を
生
か
し
、
楽
し
い
幼

児
教
育
の
場
と
し
て
の
同
志
社
幼
稚
園
で
あ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

途

(
幼
稚
園
長
・
渡
邊
英
こ

保育風
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